











― I－JAS を用いて韓国語話者を中心に ―
Actual use of adverbs by Japanese learners in spoken 










































































態に教科書の影響を示唆している。朴（ 2017 ）では、『タグ付き KY コーパス』と『名大会話コ
ーパス』を使用して調査しているが、学習者の母語別の詳細な言及はなく、母語別の副詞「とて
も」の使用の特徴は捉えていない。


























　本研究では、I－JAS（ International Corpus of Japanese as a Second Language ）『多言語母語の
日本語学習者横断コーパス』を用いて学習者の話し言葉における副詞の使用実態を調査する。I－




点、一人の学習者に対して 7 種類 12 のタスクを行っている点等の特徴がある。さらに日本語学
習者に加え、20 代から 50 代の日本語教育経験のない日本語母語話者にも学習者と同様の調査を
行っていることも特徴の一つである（迫田他 2016：97 ）。
　I－JAS では 7 種類 12 のタスクを行っているが、本研究では話し言葉における副詞の使用状況
を調査するため、12 のタスクの中から会話タスクである①ストーリーテリング（ 2 タスク）、②






















　本研究では、『 I－JAS 中納言　第四次公開版』（以下『中納言 6 ）』）のうち、韓国語話者、中国















データと人数 総語数 副詞延べ語数 副詞異なり語数
日本語母語話者 50 名（ 1 次、2 次データ） 237 , 051 13 , 284 327
韓国語 50 名（ 1 次、2 次データ） 163 , 155 6 , 207 151
中国語 50 名（ 1 次、2 次データ） 144 , 305 4 , 489 143
ベトナム語 50 名（ 1 次、3 次データ） 139 , 912 3 , 290 96
英語混合 50 名（ 1 次、2 次データ） 131 , 308 5 , 045 100
フランス語 50 名（ 1 次、4 次データ） 122 , 174 3 , 769 84















総語数 副詞延べ語数 1 万字あたりの副詞の使用数
日本語母語話者 237 , 051 13 , 284 560
韓国語 163 , 155 6 , 207 380
中国語 144 , 305 4 , 489 311
ベトナム語 139 , 912 3 , 290 235
英語混合 131 , 308 5 , 045 384











　次に日本語母語話者と 5 つの言語の母語話者のそれぞれの TTR（ Type－Token Ratio ）を算出
した。TTR とは異なり語数を延べ語数で割った値で、語彙の豊富さを計るために広く使われてい
る指標である。図 3 では、各母語話者の総語数に対する副詞の使用率と副詞の異なり語数を延べ







ルを判定できるように学習者に J－CAT と SPOT の 2 種類の日本語能力の客観テストを行っている。
そこで SPOT の点数を基に母語別の初級から上級までのレベル分布を調べた。図 4 を見ると初級、





























　図 4 の結果から 5 カ国に表れた中級レベルにしぼり、それぞれの国の副詞の使用状況を調査す
ることとした。
　表 3 では、母語別（中級）の話し言葉における副詞使用状況の頻度の高い 15 位までを示した。
「使用率」は、副詞使用総数における各副詞の使用数の割合を％で表したものである。
表 3　母語別の副詞使用状況
No 日本語 出現率 韓国語 出現率 中国語 出現率 ベトナム語 出現率 英語 出現率 フランス語 出現率
1 ソウ 25 . 42% ソウ 20 . 28% ソウ 14 . 19% ソウ 14 . 98% ソウ 17 . 26% チョット 15 . 76%
2 チョット 8 . 93% チョット 17 . 50% チョット 12 . 83% チョット 13 . 65% チョット 12 . 16% ソウ 14 . 78%
3 モウ 7 . 48% マア 9 . 04% トテモ 6 . 37% トテモ 9 . 42% タブン 9 . 82% トテモ 13 . 80%
4 マア 5 . 92% アマリ 5 . 32% ヤハリ 6 . 17% タクサン 6 . 84% トテモ 8 . 53% タブン 10 . 29%
5 ヤハリ 5 . 71% モウ 5 . 27% タブン 5 . 79% ヨク 6 . 72% モウ 5 . 67% アマリ 6 . 31%
6 コウ 5 . 68% ヤハリ 3 . 56% ヨク 4 . 92% タブン 6 . 23% アマリ 5 . 61% タクサン 5 . 49%
7 アマリ 3 . 43% タブン 3 . 51% モウ 4 . 63% アマリ 5 . 84% ヤハリ 3 . 75% モウ 3 . 05%
8 ケッコウ 3 . 36% ケッコウ 2 . 13% アマリ 4 . 17% イチバン 3 . 83% タクサン 3 . 69% ドウ 2 . 97%
9 タブン 2 . 85% コウ 2 . 03% ドウ 3 . 25% モウ 3 . 47% ヨク 3 . 53% タトエバ 2 . 87%
10 ドウ 2 . 35% ヨク 2 . 03% イチバン 2 . 99% マダ 2 . 52% マア 3 . 21% イチバン 2 . 76%
11 ゼンゼン 1 . 59% ドウ 1 . 98% モシ 2 . 56% タトエバ 2 . 49% イチバン 3 . 05% ヨク 2 . 20%
12 イロイロ 1 . 36% イチバン 1 . 95% ズット 2 . 41% ドウ 2 . 19% モット 2 . 90% ゼンゼン 1 . 83%
13 ヨク 1 . 33% ズット 1 . 88% ゼンゼン 2 . 29% ゼンゼン 2 . 07% ドウ 2 . 26% マダ 1 . 80%
14 ズット 1 . 32% モット 1 . 84% イロイロ 2 . 07% ズット 1 . 95% マダ 2 . 18% スコシ 1 . 64%
15 イチバン 1 . 06% ゼンゼン 1 . 79% タトエバ 1 . 92% イロイロ 1 . 79% スコシ 1 . 39% モット 1 . 33%
　日本語母語話者を基本に観察すると、共通している副詞、していない副詞があるのがわかる。
母語話者の高頻度語 15 位までとの重複語数は、韓国（13 語）＞中国（12 語）＞ベトナム（11 語）










の使用が多いが、母語話者の使用は全体の 0 . 5％にすぎず 25 位である。韓国語話者の「とても」




















　韓国語話者は、4 . 1 と同じく I－JAS の 2 次データ 50 名分を分析対象データとした。分析対象
データの語数は表 4 の通りである。
表 4　分析対象データの語数 9 ）
インタビュー ロールプレイ ストーリーテリング 総計 副詞
使用率副詞総数 総語数 副詞総数 総語数 副詞総数 総語数 副詞総数 総語数
韓国語 5 , 159 130 , 358 925 21 , 699 123 11 , 098 6 , 207 163 , 155 3 . 8%
日本語 11 , 837 203 , 099 1 , 290 21 , 836 157 12 , 116 13 , 284 237 , 051 5 . 6%
　日本語母語話者も同じく I－JAS の 1 次・2 次データ 50 名分を分析対象とした。分析対象タス
クである①対話タスク、②ロールプレイタスク（ RP ）、③ストーリーテリングタスク（ ST ）か
ら『中納言』を利用してそれぞれ副詞を抽出し、必要に応じ用例を収集した。
5.2　韓国語話者の習熟度別の副詞使用状況
　I－JAS では日本語レベルを判定できるように学習者に J－CAT と SPOT の 2 種類の日本語能力の
客観テストを行っている。本研究では韓国語話者 50 名を SPOT の点数を基に初級、中級、上級
レベルに分けた。SPOT では 0 ～ 30 点が入門レベルで日本語を学習したことがほとんどないレ
ベルである。31 ～ 55 点は初級レベルでゆっくりであれば日常生活の基本的な日本語を理解でき、
日本語能力試験の N4，N5 に相当する。56 ～ 80 点は中級レベルで自然な速度で日常的な場面の
日本語がある程度理解できるレベルであり、日本語能力試験では N3、N2 に相当するレベルであ
る。81 ～ 90 点は上級レベルで、自然な速度で幅広い場面の日本語が理解できるレベルで日本語
能力試験では N1 に対応している。韓国語話者を SPOT の成績により初級レベル、中級レベル、





No 初級（ 2 名） 使用率 中級（ 27 名） 出現率 上級（ 21 名） 使用率 母語話者（50 名） 使用率
1 ソウ 19 . 2% チョット 22 . 1% ソウ 19 . 2% ソウ 25 . 42%
2 メチャ 13 . 9% ソウ 21 . 7% チョット 14 . 2% チョット 8 . 93%
3 ゼンゼン 10 . 6% アマリ 6 . 0% マア 12 . 3% モウ 7 . 48%
4 チョット 8 . 6% マア 5 . 5% モウ 6 . 6% マア 5 . 92%
5 ドウ 5 . 3% ヤハリ 5 . 2% アマリ 4 . 9% ヤハリ 5 . 71%
6 モット 5 . 3% モウ 3 . 7% タブン 4 . 2% コウ 5 . 68%
7 スコシ 4 . 6% タブン 2 . 7% コウ 3 . 4% アマリ 3 . 43%
8 タクサン 4 . 0% イチバン 2 . 4% ケッコウ 3 . 1% ケッコウ 3 . 36%
9 モウ 3 . 3% ヨク 2 . 4% ヤハリ 2 . 3% タブン 2 . 85%
10 ハジメテ 2 . 6% ドウ 2 . 2% ズット 1 . 9% ドウ 2 . 35%
11 トテモ 2 . 6% ズット 2 . 0% ヨク 1 . 8% ゼンゼン 1 . 59%
12 アマリ 2 . 0% モット 1 . 9% イロイロ 1 . 7% イロイロ 1 . 36%
13 イッパイ 2 . 0% ゼンゼン 1 . 9% ドウ 1 . 6% ヨク 1 . 33%
14 タダ 2 . 0% イロイロ 1 . 6% モット 1 . 6% ズット 1 . 32%
15 マダ 1 . 3% タクサン 1 . 5% イチバン 1 . 6% イチバン 1 . 06%
16 タブン 1 . 3% トテモ 1 . 4% スコシ 1 . 5% タトエバ 0 . 92%
17 スグ 1 . 3% スコシ 1 . 3% ゼンゼン 1 . 3% トクニ 0 . 87%
18 ヤハリ 1 . 3% イッパイ 1 . 1% スグ 1 . 3% マダ 0 . 86%
19 イチバン 1 . 3% ケッコウ 1 . 1% マダ 1 . 2% ワリト 0 . 82%
20 ナゼ 1 . 3% スグ 1 . 0% イッパイ 1 . 0% チョウド 0 . 78%
　初級韓国語話者では 2 名のデータしかないため、信頼性が高いとは言えず参考までに掲載する。
表 5 を見ると、中国語話者など使用率が共通して高かった「とても」は、韓国語話者中級での使

























No 日本語 使用率 No 韓国語 使用率
1 ソウ 25 . 7% 1 ソウ 20 . 7%
2 モウ 7 . 7% 2 チョット 16 . 5%
3 チョット 7 . 2% 3 マア 9 . 7%
4 マア 6 . 3% 4 アマリ 6 . 0%
5 コウ 6 . 1% 5 モウ 4 . 9%
6 ヤハリ 5 . 9% 6 ヤハリ 3 . 5%
7 アマリ 3 . 7% 7 タブン 3 . 5%
8 ケッコウ 3 . 6% 8 ケッコウ 2 . 4%
9 タブン 3 . 0% 9 ヨク 2 . 3%
10 ドウ 2 . 3% 10 イチバン 2 . 3%




























































表 7　ロールプレイ（ 1・2 ）タスクにおける副詞の使用状況
ロールプレイ 1 ロールプレイ 2
No 日本語 使用率 韓国語 使用率 No 日本語 使用率 韓国語 使用率
1 チョット 32 . 0% チョット 24 . 1% 1 ソウ 24 . 8% チョット 23 . 0%
2 ソウ 25 . 0% ソウ 19 . 8% 2 チョット 19 . 9% ソウ 19 . 4%
3 モウ 4 . 7% モウ 5 . 8% 3 ヤハリ 8 . 0% ヤハリ 7 . 5%
4 ヨロシク 4 . 1% マア 5 . 1% 4 モウ 6 . 9% タブン 4 . 8%
5 マア 3 . 4% ドウ 4 . 6% 5 アマリ 3 . 3% モウ 4 . 6%
6 ドウ 3 . 0% ヤハリ 4 . 5% 6 コウ 3 . 0% ドウ 4 . 6%
7 ヤハリ 2 . 3% タブン 4 . 0% 7 マア 2 . 5% アマリ 3 . 6%
8 ナルホド 2 . 0% スコシ 2 . 9% 8 タブン 2 . 5% モット 3 . 4%
9 モシ 2 . 0% モット 2 . 8% 9 ドウ 2 . 4% マア 3 . 2%
10 イロイロ 1 . 7% ズット 2 . 3% 10 ケッコウ 2 . 4% ゼンゼン 3 . 2%
　ロールプレイ 1 は、「店長にアルバイトの出勤日数の変更を依頼する」タスクである。両者の
















りは、10 語中 8 語であった。表 7 を見ると、母語話者は 1 位「そう」と 2 位「ちょっと」の使






















表 8　ストーリーテリング（ 1・2 ）タスク
ストーリーテリング 1 ストーリーテリング 2
No 日本語 使用率 韓国語 使用率 No 日本語 使用率 韓国語 使用率
1 トテモ 15 . 9% モウ 16 . 1% 1 グッスリ 11 . 4% モウ 19 . 4%
2 ソウ 11 . 6% チョット 10 . 7% 2 チョウド 11 . 4% ズット 13 . 4%
3 ナカヨク 5 . 8% マア 10 . 7% 3 モウ 9 . 1% チョット 10 . 4%
4 セッカク 5 . 8% ガッカリ 8 . 9% 4 ドウ 8 . 0% マア 7 . 5%
5 トツゼン 4 . 3% ゼンゼン 8 . 9% 5 マッタク 6 . 8% ゼンゼン 7 . 5%
6 ガッカリ 4 . 3% ソウ 8 . 9% 6 ソウ 6 . 8% イロイロ 4 . 5%
7 ピョン 2 . 9% トテモ 3 . 6% 7 スッカリ 5 . 7% グッスリ 4 . 5%
8 コッソリ 2 . 9% スグ 3 . 6% 8 スデニ 5 . 7% ドウ 4 . 5%
9 モウ 2 . 9% コッソリ 3 . 6% 9 ヨウヤク 3 . 4% ソウ 4 . 5%





































































































































































3 ） J－CAT（Japanese Computerized Adaptive Test）は日本語能力自動判定テストで、SPOT（Simple 




5 ） イラストは（迫田他：2016 ）からの抜粋である。
6 ） 中納言は データバージョン 2 . 4 . 2 、　第 4 次公開データ 2019 . 05 版を使用した。
7 ） 「英語混合話者」とは、アメリカ（ 27 名）と、オーストラリア（ 23 名）で録音したデータで
ある。
8 ） I－JAS では、UniDic で短単位として解析された結果を利用しているため誤解析が出てくる可能
性もあるため、目視でチェックした。その結果、「こう」「そう」「ああ」「どう」は副詞と判定
されていたが、前後の文から連体詞となるものなどは取り除いた。
9 ） 「インタビュー」は対話タスク、「 RP 」はロールプレイタスク、「 ST 」はストーリーテリング
タスクのことである。
10 ） JJJ は「日本人母語話者」を示す。
11 ） KKD は「韓国語話者」を示す。
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